
 

 
□教職員研修会 （心肺蘇生・ＡＥＤ） 

２３日（月）、教職員による心肺蘇生及びＡＥＤ研修を行いました。 

今回はこれまでの研修方法と違い３つのグループに分かれて起こり得

る複数の傷病者のケースを想定して行いました。ケースごとにそれぞれ

の役割が与えられ、その役割毎にアクションカード名札を付けました。

これにより役割が明確になります。処置を開始して、救急車が到着する

までの６分間が大切であり、少しでも早く正確に対応するための方策でもあります。 

水泳の授業については、昨年度同様、市教委からの指示で新型コロナウイルス感染防止対策を

十分に行ったうえで実施する予定です。心肺蘇生を行ったり、ＡＥＤを使用したりすることは、

水泳の授業中だけに限ったことではありませんが、いざというとき、冷静かつ迅速に対応できる

ように毎年訓練しています。このような研修をしながら生徒が安心安全な学校生活を過ごすこと

ができるようにしていきたいと思います。 

更に、この時期に心配なこととして熱中症が考えられます。コロナ禍でマスク着用による感染

予防を行いつつも熱中症に対する対策をすることが大切になります。まずは、水分補給ですが、

それだけでは十分ではありません。服装による調節をする。積極的に休息をとる。ＷＢＧＴ計

（熱中症指標計⇒Wet-Bulb Globe Temperature index＝湿球黒球温度の略称）を使用して状況を

的確に把握し注意喚起する。屋外で十分な身体距離が確保できる場合はマスクを外す。これらを

生徒自身の判断で適切に対応できるように指導するとともに教師からも適切な指示を出す。この

ように教師側の意識を高め、生徒への指導と合わせて熱中症を予防していきます。 

 

□１年生 防災教室 

２５日（水）１～３限目、１年生が防災教室を行いました。四

日市北消防署職員、サルビア分団員、起震車の操作者とたくさん

の方に指導していただきました。 

１限目は全員で講話を聞きました。その後は３つのグループに

分かれ、「起震車体験」「心肺蘇生法」「止血・固定・搬送法」をロ

ーテーションして学習しました。 

講話では、洪水や津波などの災害が発生したときには、まず安

全な場所へ避難することが大切だが避難＝避難場所とは限らな

い、場合によっては家の中やより高い場所になる場合もある。い

ざという時のために家の備え（備蓄品や家具の固定等）をしっか

りしておく。また津波は予想が１ｍ以下であっても被害が大きく

なるため十分警戒する。「自助」「共助」「公助」という言葉から、実際に大きな災害が発生した時

は、「自助」と「共助」の割合が高く、中学生は、それらを担う存在であることなどを教えていた

だきました。中学生として自分が無事であれば「減災」のための行動ができるといいですね。 
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□新型コロナウイルス感染防止に関連した学校生活における生徒のマスク着用について 

「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」の変更等により、四日市市教育委員会か

らの指示があり、四日市市小中学校におけるマスク着用の考え方について以下のように生徒に指

導しました。保護者の皆様もご承知おきいただきますようお願いいたします。 

 

新型コロナウイルスの感染状況は今も予断を許さない状況が続いています。しかし、皆様のご協

力のおかげで本校は学習活動を継続できております。昨年度もお伝えした内容ですが、再度、確認

させていただきます。今後も感染拡大防止に関連した下記の内容につきましてご理解とご協力をい

ただきますようお願いいたします。 

★  お子さんまたは同居家族の方が 

新型コロナウイルス感染症の検査を受けることになったら連絡を! 

★検査結果が分かるまで、お子さんの自宅待機にご協力を！  

（出席停止とし、欠席にはなりません。また、オンラインでの授業参加等の対応も行います。） 

 
 

月～金 学校へ 

小学校 7:45～18:00 

中学校 7:45～19:00 

 

土・日・祝  専用電話へ 

             9:00～17:00   

090-7916-0861 / 080-2642-0967 

 

★本校の新型コロナウイルス感染症に関する情報（陽性者及び学級閉鎖等）は、四日市市教育委員会からの

『Home&School』でお知らせします。Home&Schoolの受信等で不具合がある場合は学校までご連絡ください。 

「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル」等を踏まえた対応を基

本としつつ、身体的距離が十分に確保できないときは、生徒にマスクの着用を指導する。気温・湿

度や暑さ指数が高い夏場においては、熱中症対策を優先し、マスクを外すこと等を指導する。 

 

１ 登下校については、熱中症予防の観点からマスクを外すよう指導します。 

・屋外であり、他者との距離が確保できるため、熱中症対策を優先し マスクを外す。 

・距離が確保できない場合であっても 、会話を控えることを指導した上で、マスクを外す。 

 

２ 体育や部活動については、熱中症予防の観点からマスクを外すよう指導します。 

・但し、練習場所や更衣室等、食事や集団の移動に当たっては 、マスク着用を含めた感染対策

を徹底する。 

 

３ 教室など屋内での授業中では 、状況に応じてマスク着用を指導します。 

・他者との距離が確保できない場合には 、マスク着用を指導する 。 

・距離は確保できても会話をする場合には 、マスク着用を指導する。 


